
都道府県番号 ７

都道府県名 福 島 県

【 ①□ ②□ ③□ 】レ

Ⅰ 学校名及び規模

学校名 いわき市立平第三小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ５ ４ ４ ３ ４ ３ ２ ２５
３１

児童数 １２１ １１８ １３５ １０８ １３０ １０６ １０ ７２８

Ⅱ 研究の概要
( ) 研究主題1

個に応じた指導を通して、確かな学力を身に付けさせるための学習指導の在り方
１ 個に応じた指導のための指導方法・指導体制の在り方
２ 教師の得意分野を生かした教科担任制の在り方

( ) 研究主題設定の趣旨2

本校では 「夢いっぱい 「笑顔いっぱい 「汗いっぱい」の教育目標のもと、知、 」 」
力・徳力・体力をバランスよく備えた児童の育成をめざして教育活動に取り組んで
いる。これまで本校では、教材開発や指導過程を工夫して、児童の問題解決能力や
思考力を高める研究に取り組んできた。しかし、児童一人一人を見てみると、十分

。に力を発揮できない児童や学習したことが十分に身に付かない児童などがみられた
そこで 「基礎・基本の定着 「学ぶ意欲の育成」を図る授業づくりに一層取り組、 」

み、児童一人一人に「確かな学力」を身に付けさせることを目標に、本主題を設定
し研究を行うこととした。

Ⅲ 実践研究の内容について
( ) 研究推進体制の工夫1
① 各教科の領域・単元・本時の指導等の本質（育成する力）と評価規準・達成基準
をおさえ、評価を生かした指導に取り組む。

② 指導方法・指導体制、教科担任制の在り方などの研究を進めるために、日常の実
践の成果や課題を累積する。

③ 少人数学級における指導、少人数グループ編成による指導と学級内Ｔ・Ｔによる
指導、教科担任制による指導を推進するための組織づくりをする。

( ) 研究の実際2
＜児童の学力の評価を生かした指導の改善＞
前年度までの成果をふまえて、次の３つの重点課題をあげて取り組みの視点を明確

にし、一人一人の児童の実態に応じた確かな学力の向上をめざした実践に取り組む。
① 少人数指導・教科担任制・ティーム・ティーチングの指導の充実を図る。
ア １ ・ ２ 学年 少人数学級における指導 （算数科）
イ ３ 学 年 学級内Ｔ・Ｔによる指導 （算数科）



ウ ４・５・６学年 少人数グループ編成による指導（算数科）
エ ４・５・６学年 教科担任制による指導

・４ 年 生：社会・理科・音楽・体育
・５・６年生：社会・理科・音楽・家庭・体育

オ 特 殊 学 級 特殊学級における個に応じた指導
② 基礎学力を身につけさせる指導法の研究を行う。

各教科の各学年の基礎となるべき内容を明確にし、確実な力となるよう、問題解
決的な学習やコース別学習など指導法の改善を図ると共に、指導過程の工夫や日課
時程等を検討する。

③ 指導と評価の一体化を図る。
全学年を通して、児童の学力評価を生かした評価場面・評価方法など、多様な評

価を工夫することにより、指導の改善を図る。
ア 児童の実態把握

ＮＲＴで学力の実態や単元導入前のレディネステストなどで、児童の学習状況
の問題点や課題の洗い出しなどを行い、改善点を探る。

イ 児童の実態調査
о プレテスト、チェックテストの実施
о 自己評価カード（算数がんばる君）の活用

( ) 研究の成果と課題3
① 成果
○ 算数科での学力の変容（５学年を例にして）

５学年は昨年度から２年間にわたって、単元ごとに少人数グループ編成による
指導を行っている。昨年度４月に行ったＮＲＴの結果は、下表のとおり「量と測
定」及び「図形」領域が落ち込んでいることが分かった。そこで、児童の学習状
況を把握し、教材を工夫したり、少人数指導でコース別学習など指導形態を工夫
したりして、重点化を図った指導を行った。その結果、同じ年度の２月に行った
ＮＲＴでは以下のような高まりが見られた。

領 域 量と測定 図 形

１４年４月 ９２ ８９
全国正答率との比較

１５年２月 １２０ １１８

しかし、下表のとおり「数と計算」の領域では伸びが見られなかった。
そこで、今年度も指導形態としては、少人数指導をもとに、児童の学習の状況

を的確につかんだ授業の展開と、休み時間や放課後 「学力向上タイム」などを、
活用して個別指導にあたると共に、家庭学習の改善を図った。その結果 「数と、
計算」の領域も以下のように高まりが見られた。

領 域 数と計算

１５年２月 ７８
全国正答率との比較

１６年１月 １０１

○ 学級内Ｔ・Ｔ及び少人数グループ編成における指導（算数科）
ア ３学年は週４時間、学級内Ｔ・Ｔによる授業を展開している。

例えば 「かけ算のしかたを考えよう」の単元は、単元の終末段階に児童が、
自ら選択するコース別学習を取り入れた少人数指導を行った。その結果、次の
ような変容が見られた。



レディネステスト 単 元 終 了 後

Ｂ基準を達成できた児童の割合 ９３．８％ １００％

イ ４・５・６学年は、少人数グループ編成の機能を生かしながら、評価を生か
した指導を行っている。単元によっては、終末に児童が自分の課題に応じたコ
ースを選択するコース別学習も取り入れている。５学年「面積の求め方を考え
よう」の単元においては、次のような変容が見られた。

レディネステスト コース別学習前 コース別学習後

Ａ基準の児童の割合 ２３．０％ ２０．３％ ４０．８％

Ｂ基準の児童の割合 ５８．７％ ５９．４％ ５３．８％

合 計 ８１．７％ ７９．７％ ９４．６％

Ｔ・Ｔや少人数指導のコース別学習では、単なる繰り返しの練習だけでなく、
、 、コース別に展開を工夫し 問題解決の場面で活用できるよう指導したことにより

知識や技能をよりよく身に付けさせることができたと考える。

○ 教科担任制による指導（５・６学年の社会科と理科を例にして）
教科担任制は、教科の教材研究が深まり、教材開発や教具の工夫などが図られ

るだけでなく、同一時間の授業を何回か行うことができることから、指導方法を
改善しながら、授業に臨むことができ、授業の質の向上につながっている。児童
も、問題解決的な学習や体験的な学習を通して、思考しながら資料を読み取った
り、実験や観察を行ったりすることができるようになってきている。また、学習
に対する興味・関心が高まり、意欲的に授業に臨んでいる姿が見られた。
社会科と理科においては、ＮＲＴによる学力テストの結果を見ても、教科担任

制を始める前と比べ、この２年間で偏差値が次のように上昇した。
＜社会科＞ ＜理科＞

５ 学 年 ６ 学 年 ５ 学 年 ６ 学 年

教科担任制導入前 ４８ ８ ４８ ８ 教科担任制導入前 ４６ ９ ４９ ９. . . .

実 施 ２ 年 後 ５１ ８ ５３ ７ 実施２年後 ５２ ７ ５３ ６. . . .

② 課題
○ 学級内Ｔ・Ｔ及び少人数グループ編成における指導（算数科）
ア 学力テストの結果から、上位児の伸びがあまり見られなかった。上位児に対
して、さらに発展的な学習や教材の開発に努めていく必要がある。

イ Ｂ基準に達していない児童については、授業内で達成できるよう指導方法を
より工夫すると共に、休み時間や放課後、学力向上タイムなどでの個別指導を
さらに充実していく必要がある。

ウ より教材研究を深め、系統性や基礎・基本のさらなる洗い出しなどを行い、
授業の質の向上に努めていく必要がある。

○ 教科担任制による指導
、 、ア 発展的な学習の内容に取り組ませたい児童の中には 自分の考えにこだわり

多様な情報をもとにして、解釈したり考えたりすることができにくい児童も見
られることから、さらに指導の在り方を工夫していく必要がある。

イ 各教科で身に付けさせなければならないことは、確実に身に付けることがで



きるよう指導計画・指導過程の見直しを、さらに図っていく必要がある。
ウ 児童の個性やよさをさらに把握できるよう、より多面的な評価についての研
究を進める。

( ) 研究成果の普及の方策4
、 。平成 年 月 日に研究公開を開催し 近隣の学校に研究成果の普及を行った15 11 11

○ 研究公開内容
・１・２学年：少人数学級における授業公開（算数科）
・３学年：学級内Ｔ・Ｔ及び学級担任単独での授業公開（算数科）
・４年生：教科担任制による授業公開（社会科・理科・音楽科）
・５年生：少人数グループ編成による授業公開（算数科）

教科担任制による授業公開（音楽科）
・６年生：教科担任制による授業公開（社会科・理科・体育科）
・特殊学級：生活単元及び算数科の授業公開
・少人数学級分科会・少人数指導分科会・教科担任制分科会の開催

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。
【新規校・継続校】 □１５年度からの新規校 □１４年度からの継続校レ

【学校規模】 □６学級以下 □７～１２学級
□１３～１８学級 □１９～２４学級
□２５学級以上レ

【指導体制】 □少人数指導 □Ｔ．Ｔによる指導レ レ

□一部教科担任制 □その他レ

【研究教科】 □国語 □社会 □算数 □理科レ レ レ

□生活 □音楽 □図画工作 □家庭レ レ

□体育 □その他レ

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 □有 □無レ

【特色ある取組事例として紹介したいポイント】

○ 少人数グループ編成と指導の工夫
○ 教師の得意分野を生かした教科担任制による指導
○ 学習状況の評価と指導の工夫
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